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連結決算における持分法による投資損失及び金融収益（為替差益）並びに 

個別決算における営業外収益（為替差益）の計上に関するお知らせ 

 

 

当社は、2025 年３月期第３四半期連結会計期間（2024 年 10 月１日～2024 年 12 月 31 日）において、下

記のとおり持分法による投資損失及び金融収益（為替差益）を計上いたしました。また、当社の個別決算に

おいて、営業外収益（為替差益）を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．持分法による投資損失の内容 

 2025 年３月期第３四半期連結会計期間において、当社の持分法適用会社であるラービグ リファイニ

ング アンド ペトロケミカル カンパニーの業績不振等により、持分法による投資損失 20,290 百万円を計

上いたしました。 

 

２．金融収益（為替差益）及び営業外収益（為替差益）の内容 

 連結決算では、2025 年３月期第３四半期連結会計期間において、為替相場の変動に伴い、為替差益

57,472 百万円を金融収益に計上いたしました。また、個別決算では、2025 年３月期第３四半期会計期間

において、為替相場の変動に伴い、為替差益 14,254 百万円を営業外収益に計上いたしました。これら

は主に、当社及び当社グループが保有する外貨建資産及び負債を期末時点の為替レートで評価替えし

たことにより発生したものです。 

 

３．業績に与える影響 

 上記の持分法による投資損失及び為替差益は、本日公表の「2025 年３月期第３四半期決算短信〔IFRS〕

（連結）」に反映しております。 

 

 以上   
 


